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　本年春行われた第93回医師国家試験の合格率は84．1％で，7309名の新医師が誕生した．
　御存知のように昭和48年からいわゆる「一返一膝科大学」設置が推進され，昭和56年には医学
部の入学定員は8360人となり，以後毎年8000人前後の医師が誕生している．そこで厚生省では将
来の医師需要に危機感を持ち，昭和59年および平成5年に医師需要に関する検討会がもたれ，何ら
かの措置を講ずる必要性が論じられた．その結果，平成5年には医学部入学が7725人（削減率7．7％）
となったが，当初目標の10％削減には達しておらず，三度「医師の需要に関する検討会」が一昨年
から昨年にかけて開催され，激しい討論の末，昨年5月に報告が出された．それによると，現時点
では地域的にみて医師の配置に不均等がみられるが，現在の医師数の状況は全体としては未だ過剰
な事態には至っていないが，診療所医師の増加がある程度続いた後は医師の過剰問題が顕在化する
ことになる．具体的に多角的な推計を行った場合，供給下位推計と需要上位推計との比較では，平
成29年（2017年）頃から供給医師数が必要医師数を上回り，平成32年には約6000人，平成37年
来は約14000人の医師が過剰となり，その後も両者は乖離拡大する．従って医師数の適正化のため
には，（1）医師の養成には長期間を要し，急激な対策を講ずることは難しく，過剰による問題が顕
在化，深刻化する前に対策を必要とする．（2）医師数の適正化対策とは現在の医師数の削減ではな
く，今後の医師数の増加速度を調整し，将来の医師需要バランスの均衡を達成するものを考える．
（3）入学定員の削減のみで対応するのは難しく，幾つかの方策を組み合わせ実行に移せるものから
取り組まなければならない．
　その幾つかの方策として検討されたのが，（1）入学定員削減が困難な理由として各大学に種々の
事情があることを認識しつつ，改めて関係者に従来の定員削減の目標達成を要請する．（2）医師国
家試験の改善として，臨床研修の必修化との関連で，実技試験の導入も視野に入れ内容を見直す．
また受験回数の制限に関しても将来検討の余地を残している．その他卒前医学教育を通じて，入学
者選抜の改善，厳正な進級，卒業認定，適切な進路変更の措置が必要であるとしているし，保険医
の定年制も話題に挙がったが，現状では高齢医師の地域医療に果たす役割が大きいこと，また医師
の資質の維持等勘案すべき事項があり慎重な検討を必要としている．
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